
 

        

  

  

 新京成電鉄（本社：鎌ケ谷市くぬぎ山、社長：眞下幸人）では、鎌ケ谷市内で進めている連

続立体交差事業において、１１月３０日（土）深夜に上り線（松戸方面）の高架切替工事を実

施します。１２月１日（日）の始発列車より上り線が高架線での運行を開始する予定です。 

 なお、下り線の高架化は２０１７年１０月２１日に完了しており、今回上り線を高架化すること

で新京成線の鎌ヶ谷大仏～くぬぎ山駅間の踏切１２カ所が廃止されます。 

連続立体交差事業は千葉県が事業主体となり、鎌ケ谷市および新京成電鉄が連携して進

めているものです。約３.３kmを高架化することで、既存の１２カ所の踏切を廃止し、鎌ケ谷市

内の踏切による事故、交通渋滞の解消、また消防・救急活動の迅速化、地域間交流の促進

等により、街の活性化が期待されます。 

今回の高架化に伴い、初富駅および北初富駅が仮駅舎から高架駅舎に移転するほか、北

初富駅および新鎌ヶ谷駅松戸方面の列車時刻が一部変更となる予定です。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

写真：新鎌ヶ谷駅付近工事状況 

新京成線（鎌ヶ谷大仏～くぬぎ山駅間）連続立体交差事業 

上り線高架切替工事を実施します 
１２月１日（日）から上り線の高架化により、鉄道と道路の立体交差化が完了 

 

２０１９年１０月１１日 

概要は次頁のとおりです 

 

 



新京成線（鎌ヶ谷大仏～くぬぎ山駅間）連続立体交差事業の概要 

◆都市計画決定  １９９９年２月１９日 

◆事業認可  ２００２年３月 ４日 

◆事業区間及び延長 起点：鎌ケ谷市南初富六丁目 

   終点：鎌ケ谷市北中沢一丁目 

   区間：鎌ヶ谷大仏～くぬぎ山駅間 

   延長：約３，２５７ｍ 

◆事業主体  千葉県  

◆事業の施行  千葉県、鎌ケ谷市、新京成電鉄株式会社 

 

連続立体交差事業上り線（松戸方面）高架切替工事概要 

◆切替日   ２０１９年１１月３０日（土）の深夜に線路切替工事を実施し、 

   １２月１日（日）の始発列車から上り線を高架化 

   悪天候等により工事が中止となった場合は１２月７日（土）の深

   夜に切替工事を実施し、１２月８日（日）の始発列車から上り線

   を高架化 

◆高架化する区間  鎌ケ谷市南初富六丁目から鎌ケ谷市北中沢一丁目付近 

           （鎌ヶ谷大仏～くぬぎ山駅間） 

◆その他  上り線高架切替工事に伴い、１１月３０日（土）京成津田沼発

   くぬぎ山行きの上り終列車を含め３本は鎌ヶ谷大仏駅止まり 

   （鎌ヶ谷大仏～くぬぎ山駅間を区間運休）とし、バス・タクシー

   にて代行輸送を実施します。 

   ※北初富駅・新鎌ヶ谷駅の列車時刻が一部変更となります 

            ※初富駅・北初富駅の改札口が高架下に移転します 

  


